
平成３１年度特定機器分析研修Ⅰ（ICP-MS)（第１回）実施要綱

環 境 省 環 境 調 査 研 修 所

１ ． 目 的

国 及 び 地 方 公 共 団 体 等 に お い て 環 境 分 析 業 務 を 担 当 し て い る 職 員 が 、 特 定 の 機 器 （ IC

P - M S )測 定 に 関 す る 専 門 的 知 識 及 び 技 術 を 習 得 す る と と も に 、 全 員 合 宿 に よ る 研 修 生 間 の

交 流 を 通 じ て 相 互 の 啓 発 及 び ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。

２ ． 期 間 及 び 会 場

（ １ ） 期 間 平 成 ３ １ 年 ６ 月 １ ７ 日 （ 月 ） か ら ６ 月 ２ ８ 日 （ 金 ） ま で （ １ ０ 日 間 )

※ 期 間 中 は 受 講 者 全 員 合 宿 制 と な り ま す 。

（ ２ ） 会 場 環 境 調 査 研 修 所 〒 ３ ５ ９ － ０ ０ ４ ２ 埼 玉 県 所 沢 市 並 木 ３ － ３

5 ０ ４ （ ２ ９ ９ ４ ） ９ ７ ６ ６ （ 教 務 課 直 通 ）

３ ． 教 科 内 容

裏 面 の と お り と す る 。

（ 今 年 度 は 特 定 機 器 分 析 研 修 Ⅰ （ ICP - M S )（ 第 １ 回 ） に て 、 水 質 を 念 頭 に 置 い た カ リ キ

ュ ラ ム を 実 施 ）

４ ． 研 修 予 定 人 員 １ ２ 名

５ ． 研 修 を 受 け る 資 格

次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る も の と す る 。

（ １ ） 国 及 び 地 方 公 共 団 体 等 に お い て 、 環 境 分 析 に 係 わ る 業 務 を 担 当 し て い る 職 員 で 、

一 定 の 実 務 経 験 を 有 す る 者

（ ２ ） 研 修 受 講 に 支 障 の な い 健 康 状 態 に あ る 者

（ ３ ） 所 属 長 の 推 薦 を 受 け た 者

６ ． 研 修 生 推 薦 の 有 無

研 修 生 を 推 薦 す る 場 合 は 、 別 紙 様 式 に よ る 被 推 薦 者 の 「 略 歴 書 」 及 び 「 実 務 経 験 調

書 」 を 添 え て 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 ２ ６ 日 （ 金 ） ま で に 必 着 す る よ う 環 境 調 査 研 修 所 所 長 あ

て 文 書 に よ り 通 知 す る こ と 。

な お 、 研 修 生 を 推 薦 し な い 場 合 に お い て も 、 前 記 の 推 薦 期 限 ま で に そ の 旨 を 文 書 （ 研

修 担 当 者 か ら の 事 務 連 絡 も し く は 公 用 メ ー ル に よ る 連 絡 で も 可 ） に て 通 知 す る こ と 。

７ ． 研 修 生 の 決 定

環 境 調 査 研 修 所 所 長 は 、 ６ の 推 薦 に 基 づ い て 研 修 生 を 決 定 の う え 、 推 薦 者 に そ の 旨 を

通 知 す る 。

８ ． 修 了 証 書 の 交 付

環 境 調 査 研 修 所 所 長 は 、 所 定 の 課 程 （ 原 則 と し て １ 割 以 上 欠 課 し た 者 を 除 く 。 ） を 受

講 し た 者 に 対 し て 修 了 証 書 を 交 付 す る 。

な お 、 受 講 の 状 態 に つ い て は 、 研 修 終 了 後 所 属 長 に 通 知 す る 。

９ ． 経 費

次 の 経 費 は 所 属 長 の 負 担 と す る 。

（ １ ） 往 復 に 必 要 な 旅 費

た だ し 、 環 境 省 の 職 員 に つ い て は 、 環 境 調 査 研 修 所 か ら 支 給 す る 。

（ ２ ） 滞 在 費

た だ し 、 国 家 公 務 員 （ 独 立 行 政 法 人 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 日 額 旅 費 を 環 境 調

査 研 修 所 か ら 支 給 す る 。



＊ 次 の 情 報 を 環 境 調 査 研 修 所 ホ ー ム ペ ー ジ （ URL h t t p : / / w w w . n e t i . e n v . g o . j p） に

掲 載 し て お り ま す の で 御 参 照 下 さ い 。

◎ 「 研 修 受 講 ガ イ ド ブ ッ ク 」 （ 研 修 受 講 に 当 た っ て の 留 意 事 項 に 関 す る 情 報 を 掲 載

し て お り ま す 。 ）

◎ 「 実 施 要 綱 」 、 「 略 歴 書 」 及 び 「 実 務 経 験 調 書 」 様 式

○ 特 定 機 器 分 析 研 修 Ⅰ （ ICP -MS )教 科 内 容

１ ． 基 調 講 義 ： 環 境 中 の 有 害 微 量 元 素 の 分 析 と 発 生 源 ・ 動 態 の 解 明 ・ ・ ・ ・ ・ １ .５ 時 間

２ ． 講 義 ： Ｉ Ｃ Ｐ － Ｍ Ｓ に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ .０

３ ． 実 習 講 義 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ .５

４ ． 実 習 ： 水 質 試 料 の 前 処 理 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ .５

５ ． 実 習 ： Ｉ Ｃ Ｐ － Ｍ Ｓ に よ る 環 境 分 析 の 基 礎 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ８ .０

６ ． 実 習 ： 固 相 抽 出 法 に よ る 試 料 の 前 処 理 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６ .０

７ ． 実 習 ： 水 質 試 料 の 分 析 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ９ .０

８ ． デ ー タ 整 理 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ .０

９ ． レ ポ ー ト 作 成 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ .０

10． ゼ ミ ナ ー ル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ .０

11． 実 習 ： 装 置 の メ ン テ ナ ン ス 他 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ .０

12． そ の 他 （ 開 ・ 閉 講 式 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 、 実 習 準 備 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６ .０

合 計 ６ １ .５ 時 間

○ 特 定 機 器 分 析 研 修 Ⅰ （ ICP - M S )実 習 内 容

実 習 項 目 目 的 及 び 方 法 実 習 内 容 の 概 要 定 員

Ｉ Ｃ Ｐ － Ｍ Ｓ ・ Ｉ Ｃ Ｐ － Ｍ Ｓ の 測 定 方 法 １ ． 測 定 物 質

の 理 解 と 操 作 技 法 の 習 得 有 害 金 属 類

２ ． 装 置 １ ２ 名

・ 水 質 試 料 の 分 析 Ｉ Ｃ Ｐ 質 量 分 析 装 置

３ ． 内 容

１ ） 前 処 理

２ ） 測 定 操 作

３ ） 定 性 及 び 定 量 分 析

４ ） 精 度 管 理 手 法

５ ） 固 相 抽 出 法

（ 注 ）

１ ． 都 合 に よ り 一 部 内 容 を 変 更 す る こ と が あ り ま す 。

２ ． 開 講 式 は １ ０ ： ０ ０ よ り 行 う 予 定 で す 。 ９ ： ３ ０ ま で に 入 所 し て 下 さ い 。

３ ． 閉 講 式 は １ ３ ： １ ５ に は 終 了 す る 予 定 で す が 、 講 義 時 間 の 延 長 等 に よ り 若 干 遅 れ る 場

合 が あ り ま す 。

４ ． 帰 路 の 航 空 機 、 列 車 の 時 間 等 に よ り 講 義 等 や 閉 講 式 を 欠 席 す る こ と は 認 め ま せ ん 。

５ ． 最 終 日 の 昼 食 の 用 意 は あ り ま せ ん 。


